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…

告

示

山
口
県
告
示
第
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
保

安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

下
関
市
豊
北
町
大
字
粟
野
字
才
ケ
瀬
一
の
一
、
一
の
二
、
二
の
一
、
二
の
二
、
三
の
一
、
三
の

二
、
四
の
一
、
四
の
二
、
字
才
ケ
瀬
花
子
四
の
三
、
字
新
三
郎
八
〇
四
の
一
、
八
〇
四
の
四
、
八
〇

五
の
一
、
字
蓋
ノ
井
山
八
二
二
の
一
か
ら
八
二
二
の
三
ま
で
、
八
二
八
の
一
か
ら
八
二
八
の
四
ま

で
、
八
二
八
の
九
か
ら
八
二
八
の
一
三
ま
で
、
字
岳
八
三
〇
、
八
三
四
の
一
、
字
下
柳
一
一
八
二
の

一
、
一
一
八
三
の
一
、
一
一
八
三
の
二
、
一
一
八
四
の
一
、
一
一
八
四
の
二
、
字
本
谷
一
二
五
七
、

一
二
五
八
の
一
か
ら
一
二
五
八
の
八
ま
で
、
一
二
五
九
、
字
迫
ノ
田
一
二
六
〇
、
一
二
六
一
、
字
家

ノ
上
一
二
六
二
、
一
二
九
三
の
一
、
一
二
九
三
の
二
、
一
二
九
四
、
字
上
ケ
原
一
二
六
三
、
字
現
吾

尻
一
二
六
四
、
字
山
ノ
口
一
二
六
五
の
一
、
一
二
六
六
、
字
折
橋
一
二
六
七
、
一
二
六
九
、
一
二
七

一
の
一
か
ら
一
二
七
一
の
三
ま
で
、
二
九
七
七
、
二
九
八
〇
、
字
掛
ノ
岬
一
二
七
〇
、
字
政
ノ
浴
一

二
七
三
、
一
二
七
四
、
二
五
八
四
の
一
、
二
五
八
四
の
二
、
字
川
平
一
二
八
一
の
一
、
一
二
八
一
の

二
、
一
二
八
二
、
字
足
河
内
一
二
八
八
、
一
二
八
九
の
一
か
ら
一
二
八
九
の
四
ま
で
、
一
二
九
〇
の

一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
一
二
九
〇
の
二
か
ら
一
二
九
〇
の
一
三
ま
で
、
一
二
九
一

の
一
、
字
白
沼
田
二
八
四
二
、
豊
北
町
大
字
田
耕
字
奥
畑
五
九
一
の
一
、
五
九
一
の
四
か
ら
五
九
一

の
一
〇
ま
で
、
字
白
滝
淵
ノ
口
一
九
三
〇
の
一
か
ら
一
九
三
〇
の
八
ま
で
、
一
九
三
〇
の
一
二
、
一

九
三
〇
の
一
六
、
一
九
三
〇
の
一
八
か
ら
一
九
三
〇
の
三
四
ま
で
、
字
白
滝
一
九
三
一
の
二
、
一
九

三
一
の
一
〇
か
ら
一
九
三
一
の
一
三
ま
で
、
一
九
三
一
の
二
〇
か
ら
一
九
三
一
の
三
八
ま
で

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⚑

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

⚒

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
下
関
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⚓

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水

産
部
森
林
整
備
課
及
び
下
関
市
農
林
水
産
振
興
部
農
林
整
備
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

下
関
市
豊
浦
町
大
字
厚
母
郷
字
山
す
げ
三
の
一
〇
四
、
三
の
一
〇
五
、
三
の
一
一
〇
、
三
の
一
一

一
、
三
の
一
六
六
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
三
の
一
六
七
、
三
の
一
六
九
、
三
の
二
〇

一
、
三
の
二
〇
五
、
一
四
の
三
、
字
大
休
庵
一
二
の
一
二
、
二
三
の
二
、
二
三
の
三
、
豊
浦
町
大
字

宇
賀
字
水
な
し
一
七
五
七
の
一
、
一
七
五
七
の
二
、
字
入
野
三
六
二
二
、
字
水
無
四
〇
九
七
の
一
か

一
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ら
四
〇
九
七
の
三
ま
で
、
四
一
〇
〇
の
一
か
ら
四
一
〇
〇
の
三
ま
で
、
四
一
〇
二
の
一
か
ら
四
一
〇

二
の
三
ま
で
、
四
一
〇
三
、
四
一
〇
四
、
四
一
〇
五
の
一
か
ら
四
一
〇
五
の
三
ま
で
、
四
一
〇
六
の

一
、
四
一
〇
六
の
二
、
豊
北
町
大
字
阿
川
字
岳
山
一
七
四
の
一
、
一
七
四
の
二
八
、
一
七
四
の
二
九

（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
一
七
四
の
三
〇
、
豊
北
町
大
字
北
宇
賀
字
後
ケ
谷
四
九
三
、

四
九
四
、
字
市
右
エ
門
峠
四
九
六
、
字
葉
山
四
八
九
、
一
三
二
七
、
一
三
二
八
の
一
か
ら
一
三
二
八

の
三
ま
で
、
一
三
二
九
か
ら
一
三
三
一
ま
で
、
字
下
リ
葉
山
尻
一
一
八
六
の
一
、
字
大
平
ノ
浴
一
一

八
九
の
一
、
字
杢
路
子
ケ
浴
三
五
九
二
の
一
、
三
五
九
二
の
三
、
豊
北
町
大
字
田
耕
字
広
河
原
一
二

八
三
、
字
藤
ケ
葉
山
一
二
九
〇
の
一
か
ら
一
二
九
〇
の
四
ま
で
、
一
二
九
一
、
五
五
二
五
の
一
、
五

五
二
五
の
二
、
五
五
二
五
の
五
、
五
五
二
八
、
五
五
二
九
の
一
、
五
五
二
九
の
二
、
五
五
三
〇
、
五

五
三
三
の
一
、
五
五
三
三
の
二
、
五
五
三
四
の
一
か
ら
五
五
三
四
の
三
ま
で
、
五
五
三
五
、
字
平
山

一
二
九
九
、
一
三
〇
一
、
豊
北
町
大
字
粟
野
字
小
野
一
三
九
一
か
ら
一
三
九
三
ま
で
、
一
三
九
五
、

一
三
九
七
、
一
四
〇
一
、
三
一
五
四
、
三
一
五
五
、
字
安
崎
西
二
〇
三
二
の
七
（
次
の
図
に
示
す
部

分
に
限
る
。
）
、
二
〇
三
二
の
八
、
二
〇
三
二
の
九

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⚑

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

下
関
市
豊
浦
町
大
字
厚
母
郷
字
山
す
げ
三
の
一
一
〇
・
三
の
一
一
一
・
三
の
一
六
六
（
以
上

三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
三
の
一
六
七
、
三
の
一
六
九
、
三
の
二
〇

一
、
三
の
二
〇
五
、
豊
北
町
大
字
阿
川
字
岳
山
一
七
四
の
一
、
一
七
四
の
二
八
、
一
七
四
の
二

九
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
一
七
四
の
三
〇
、
豊
北
町
大
字
粟
野
字
安
崎
西
二
〇

三
二
の
七
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
二
〇
三
二
の
八
、
二
〇
三
二
の
九

⚒

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

⚓

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
下
関
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⚔

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水

産
部
森
林
整
備
課
及
び
下
関
市
農
林
水
産
振
興
部
農
林
整
備
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

下
関
市
豊
北
町
阿
川
字
岳
山
一
七
四
の
一
、
一
七
四
の
二
八
、
一
七
四
の
二
九
（
次
の
図
に
示
す

部
分
に
限
る
。
）
、
一
七
四
の
三
〇
、
豊
北
町
大
字
粟
野
字
安
崎
西
二
〇
三
二
の
七
（
次
の
図
に
示

す
部
分
に
限
る
。
）
、
二
〇
三
二
の
八
、
二
〇
三
二
の
九

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

公
衆
の
保
健

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⚑

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

⚒

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
下
関
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⚓

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水

産
部
森
林
整
備
課
及
び
下
関
市
農
林
水
産
振
興
部
農
林
整
備
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
二
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
保

安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

保
安
林
の
指
定
を
す
る
件
（
平
成
五
年
農
林
水
産
省
告
示
第
三
百
三
十
号
（
一
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
）
、
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件
（
平
成
五
年
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
三
十
六
号
（
二
に

係
る
も
の
に
限
る
。
）
）
、
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件
（
平
成
六
年
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
八

十
四
号
（
二
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
）
及
び
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件
（
平
成
七
年
農
林
水
産
省

告
示
第
千
七
百
四
十
二
号
（
二
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
）
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

二

変
更
に
係
る
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

変
更
し
な
い
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
及
び
樹
種
を
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
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（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
及
び
下
関

市
農
林
水
産
振
興
部
農
林
整
備
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

下
関
市
豊
田
町
大
字
萩
原
字
今
道
二
三
、
二
四
の
八
、
豊
田
町
大
字
今
出
字
落
合
六
二
六
、
六
三

〇
、
六
三
七
、
字
岸
田
山
六
二
九
、
字
洗
川
六
三
一
、
字
東
畑
六
五
七
、
六
五
七
の
一
か
ら
六
五
七

の
五
ま
で
、
六
五
七
の
一
七
、
六
五
七
の
三
〇
、
六
五
七
の
三
四
か
ら
六
五
七
の
三
六
ま
で
、
六
五

八
、
六
六
〇
の
一
か
ら
六
六
〇
の
三
ま
で
、
八
五
二
、
字
鍛
治
屋
分
六
五
九
、
字
段
の
上
六
六
一
の

一
、
六
六
一
の
二
、
六
六
二
の
一
、
六
六
二
の
二
、
六
六
二
の
四
、
字
段
の
山
六
六
三
、
字
惣
大
畑

八
二
〇
、
八
三
〇
、
八
三
五
の
一
、
八
三
五
の
一
二
、
八
三
五
の
一
四
、
一
八
五
七
の
一
か
ら
一
八

五
七
の
三
ま
で

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⚑

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

⚒

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
下
関
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⚓

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
及
び
下
関

市
農
林
水
産
振
興
部
農
林
整
備
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

下
関
市
豊
浦
町
大
字
小
串
字
小
野
坂
二
〇
五
、
字
上
小
野
坂
八
七
八
、
豊
田
町
大
字
今
出
字
水
頭

四
〇
〇
、
四
〇
二
、
豊
浦
町
大
字
川
棚
字
長
池
一
二
八
七
の
一
、
一
二
八
八
の
一
、
一
二
八
九
、
字

福
万
一
三
〇
〇
、
一
三
〇
二
、
豊
浦
町
大
字
宇
賀
字
水
地
一
七
〇
一
、
一
七
〇
四
の
一
、
一
七
〇
四

の
二
、
一
七
〇
五
か
ら
一
七
〇
八
ま
で
、
一
七
一
〇
、
一
七
一
二
の
一
、
一
七
一
二
の
二
、
一
七
一

三
か
ら
一
七
一
六
ま
で
、
一
七
一
七
の
一
、
一
七
一
七
の
二
、
一
七
一
八
、
一
七
二
一
、
一
七
二
二

の
一
、
一
七
二
二
の
二
、
一
七
二
三
、
四
四
四
三
か
ら
四
四
四
六
ま
で

宇
部
市
大
字
川
上
字
狸
原
六
九
七
の
一
、
六
九
七
の
二
、
六
九
七
の
一
一
、
六
九
七
の
一
九
、
六

九
七
の
四
一
、
六
九
七
の
六
八
、
六
九
七
の
六
九
、
六
九
七
の
七
四
、
六
九
七
の
七
九
、
六
九
七
の

八
五
、
六
九
七
の
八
六
、
六
九
七
の
九
三
、
六
九
七
の
九
六
、
六
九
七
の
一
〇
〇
、
字
鳥
帽
子
岩
六

九
七
の
三
、
字
大
固
屋
七
一
四
の
一
、
七
一
四
の
二
、
七
一
四
の
四
、
七
一
四
の
五
、
七
一
四
の
二

八
、
七
一
四
の
三
五
か
ら
七
一
四
の
四
〇
ま
で
、
七
一
四
の
四
六
か
ら
七
一
四
の
五
七
ま
で
、
七
一

四
の
六
一
か
ら
七
一
四
の
六
九
ま
で
、
七
一
四
の
七
一
か
ら
七
一
四
の
七
七
ま
で
、
七
一
四
の
八

三
、
七
一
四
の
八
七
か
ら
七
一
四
の
九
〇
ま
で
、
七
一
四
の
九
三
、
七
一
四
の
九
五
、
七
一
四
の
一

一
一
、
七
一
四
の
一
一
七
、
七
一
四
の
一
一
九
、
七
一
四
の
一
二
一
、
七
一
四
の
一
二
二
、
七
一
四

の
一
二
五
か
ら
七
一
四
の
一
三
〇
ま
で
、
七
一
四
の
一
三
二
か
ら
七
一
四
の
一
三
七
ま
で
、
七
一
四

の
一
四
〇
、
七
一
四
の
一
四
三
か
ら
七
一
四
の
一
四
七
ま
で
、
七
一
四
の
一
五
一
、
字
西
中
石
仏
七

五
五
、
字
男
山
七
五
五
の
一

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⚑

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

⚒

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
に
係
る
市

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⚓

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
及
び
関
係

市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

下
関
市
豊
田
町
大
字
今
出
字
大
浴
七
七
四
の
一
、
七
七
四
の
二
、
字
北
ケ
迫
七
九
〇
、
七
九
二
の

一
二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

干
害
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⚑

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

⚒

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
下
関
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

二
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⚓

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
及
び
下
関

市
農
林
水
産
振
興
部
農
林
整
備
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
二
十
一
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
六
十
八
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

同
意
を
求
め
る
た
め
、
次
の
一
の
と
お
り
事
前
届
出
が
あ
っ
た
。

当
該
届
出
に
係
る
指
定
漁
船
調
書
は
、
次
の
二
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

届
出
事
項

発

起

人

漁
船
損
害
等
補
償
法
第

百
十
三
条
第
一
項
の
申

出
を
す
る
漁
業
協
同
組

合

加
入
区

住

所

氏

名

和
木
加
入
区

玖
珂
郡
和
木
町
和
木
五
丁
目
九
番
三－

四

号

南
波

修
一

和
木
漁
業
協
同
組
合

〃

〃

〃

八
番
二
三
号

村
上

賴
通

二

指
定
漁
船
調
書
の
縦
覧

加
入
区

縦

覧

期

間

縦

覧

場

所

和
木
加
入
区

平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
一
日
か
ら
同
年
二
月
十
四
日

ま
で

和
木
漁
業
協
同
組
合

山
口
県
告
示
第
二
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
一
日
か
ら
一
月
間
山
口
県
土
木
建
築
部
道
路
整
備
課

に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

道
路
の
種
類

県
道

路

線

名

長
門
秋
芳
線

道
路
の
区
域

区

間

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

長
門
市
深
川
湯
本
字
宗
金
三
四
四
〇
の
一

地
先
か
ら

同
市
深
川
湯
本
字
大
河
内
三
三
七
九
地
先

ま
で

旧

三
・
八

最
狭

及
び

六
・
四

一
一
・
八

最
広

及
び

一
七
・
八

六
二
四
・
〇
及
び

五
五
一
・
七
ダ
ブ
ル
ウ
ェ
イ

新

最
狭

六
・
四

最
広

一
七
・
八

五
五
一
・
七
道
路
改
良
工
事
の

完
了
に
よ
る
。

山
口
県
告
示
第
二
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
一
日
か
ら
一
月
間
山
口
県
土
木
建
築
部
道
路
整
備
課

に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

県

道

長
門
秋
芳
線

長
門
市
深
川
湯
本
字
大
河
内
三
四
〇
四
地
先
か
ら

同
市
深
川
湯
本

同
字
三
三
七
九
地
先
ま
で

平
成
二
十
九
年
二
月

一
日

山
口
県
告
示
第
二
十
四
号

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
平
成
二
十
一
年
山
口
県
告
示
第
二
百
七
十
五

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

手
水
川
⑷
地
区
に
関
す
る
部
分
二

区
域
の
範
囲
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四
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二

区
域
の
範
囲

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
三
十
二
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱

一
号
と
三
十
二
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
区
域

市

名

大

字

名

字

名

地

番

標

柱

番

号

萩

市

三

見

滝

ノ

口

八
四
七
地
先

一
号

〃

〃

〃

三
一
五

二
号

〃

〃

〃

三
一
五

三
号

〃

〃

〃

三
一
五

四
号

〃

〃

〃

三
一
五

五
号

〃

〃

〃

三
一
六
の
一

六
号

〃

〃

〃

三
一
八

七
号

〃

〃

〃

八
六
九
の
一

八
号

〃

〃

〃

三
三
五
の
一

九
号

〃

〃

蟹

ケ

谷

三
三
六
の
一

十
号

〃

〃

〃

三
三
七
の
一

十
一
号

〃

〃

〃

三
三
七
の
一

十
二
号

〃

〃

〃

三
三
八
の
一

十
三
号

〃

〃

〃

九
〇
三
の
一

十
四
号

〃

〃

〃

九
〇
三
の
四

十
五
号

〃

〃

〃

三
五
一
の
一

十
六
号

〃

〃

西

金

谷

三
五
二
の
一

十
七
号

〃

〃

上

水

無

四
二
八
の
一

十
八
号

〃

〃

〃

四
二
八
の
一

十
九
号

〃

〃

〃

四
二
七

二
十
号

〃

〃

〃

四
三
〇

二
十
一
号

〃

〃

〃

四
三
三
の
一

二
十
二
号

〃

〃

〃

四
三
二
の
一

二
十
三
号

〃

〃

〃

一
一
六
一
の
二

二
十
四
号

〃

〃

〃

一
一
四
六
の
一

二
十
五
号

〃

〃

〃

一
一
四
〇

二
十
六
号

〃

〃

滝

ノ

口

八
六
〇
地
先

二
十
七
号

〃

〃

〃

八
五
七

二
十
八
号

〃

〃

〃

八
四
五
地
先

二
十
九
号

〃

〃

〃

八
四
二

三
十
号

〃

〃

〃

八
三
九
の
一

三
十
一
号

〃

〃

〃

八
四
七
地
先

三
十
二
号

山
口
県
告
示
第
二
十
五
号

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
綾
羅
木
県
営
住
宅
新
築
工
事
の
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
経
営
の
規

模
及
び
状
況
を
要
件
と
す
る
資
格
（
以
下
「
経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
」
と
い
う
。
）
並
び
に
当
該

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
の
審
査
の
申
請
の
時
期
、
方
法
等
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
定
め
た
。

平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

綾
羅
木
県
営
住
宅
新
築
工
事

㈠

工
事
場
所

下
関
市
綾
羅
木
新
町
二
丁
目
一
番
地
一

㈡

工
事
の
概
要

構

造

延

べ

面

積

戸

数

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

地
上
五
階
建

一
、
七
五
六
平
方
メ
ー
ト
ル

二
五
戸

二

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格

入
札
に
参
加
で
き
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
共
同
企
業
体
（
二
者
で

構
成
す
る
も
の
に
限
る
。
）
と
す
る
。

㈠

共
同
企
業
体
の
構
成
員
の
い
ず
れ
も
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
で
あ
る

こ
と
。

⚑

建
設
工
事
等
に
係
る
一
般
競
争
入
札
及
び
指
名
競
争
入
札
の
参
加
資
格
の
審
査
に
関
す
る
告

示
（
平
成
二
十
六
年
山
口
県
告
示
第
四
百
八
号
。
以
下
「
告
示
」
と
い
う
。
）
二
の
㈠
の
規
定

に
よ
り
格
付
さ
れ
た
一
般
競
争
入
札
及
び
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
が
建
築
一
式
工
事
の
Ａ
等

級
で
あ
る
こ
と
。

⚒

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
六
項
に
規

定
す
る
特
定
建
設
業
の
許
可
（
建
築
工
事
業
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

⚓

出
資
比
率
が
三
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
こ
と
。

四
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㈡

共
同
企
業
体
の
代
表
者
の
平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
日
ま
で
に
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県

知
事
が
通
知
し
た
法
第
二
十
七
条
の
二
十
九
第
一
項
に
規
定
す
る
総
合
評
定
値
の
う
ち
直
近
の
も

の
（
以
下
「
総
合
評
定
値
」
と
い
う
。
）
の
建
築
一
式
工
事
の
数
値
が
八
百
以
上
で
あ
る
こ
と
。

㈢

共
同
企
業
体
の
代
表
者
以
外
の
者
の
総
合
評
定
値
の
建
築
一
式
工
事
の
数
値
が
七
百
以
上
で
あ

る
こ
と
。

三

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
の
審
査

㈠

共
同
企
業
体
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
等

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
の
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
告
示
四
の
㈠
に
規
定
す
る
共

同
企
業
体
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
及
び
次
に
掲
げ
る
書
類
（
以
下
「
申
請
書
等
」
と
い

う
。
）
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⚑

共
同
企
業
体
協
定
書
の
写
し

⚒

総
合
評
定
値
通
知
書
の
写
し

⚓

特
定
建
設
業
の
許
可
通
知
書
の
写
し

⚔

委
任
状

㈡

申
請
書
等
の
提
出
方
法

申
請
書
等
は
、
共
同
企
業
体
の
代
表
者
が
持
参
し
て
提
出
す
る
も
の
と
し
、
郵
便
又
は
電
信
に

よ
る
も
の
は
、
受
け
付
け
な
い
。

㈢

申
請
書
等
の
提
出
場
所

山
口
県
土
木
建
築
部
住
宅
課

山
口
市
滝
町
一
番
一
号

㈣

申
請
書
等
の
提
出
期
間
及
び
時
間

平
成
二
十
九
年
二
月
九
日
か
ら
同
月
十
四
日
ま
で
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

㈤

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
の
審
査
結
果
の
通
知
方
法

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
適
合
通
知
書
又
は
経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
非
適
合
通
知
書
を

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
二
日
ま
で
に
発
送
す
る
。

四

そ
の
他

こ
の
審
査
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
山
口
県
土
木
建
築
部
住
宅
課
（
電
話
〇
八
三－

九
三
三－
三

八
七
〇
）
に
す
る
こ
と
。

労
働
委
員
会

公

告山
口
県
労
働
委
員
会
の
あ
っ
せ
ん
員
候
補
者

労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
二
十
一
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
く
平
成
二
十
九
年

一
月
二
十
日
現
在
の
山
口
県
労
働
委
員
会
の
あ
っ
せ
ん
員
候
補
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
一
日

山
口
県
労
働
委
員
会
会
長

山

元

浩

氏

名

略

歴

山
元

浩

山
口
県
労
働
委
員
会
公
益
委
員

弁
護
士

有
田

謙
司

山
口
県
労
働
委
員
会
公
益
委
員

西
南
学
院
大
学
法
学
部
教
授

近
本
佐
知
子

山
口
県
労
働
委
員
会
公
益
委
員

弁
護
士

中
村
友
次
郎

山
口
県
労
働
委
員
会
公
益
委
員

弁
護
士

平
中

貫
一

山
口
県
労
働
委
員
会
公
益
委
員

山
口
大
学
経
済
学
部
教
授

網
戸

茂

山
口
県
労
働
委
員
会
労
働
者
委
員

マ
ツ
ダ
労
働
組
合
山
口
県
本
部
委
員
長

岡
本

博
之

山
口
県
労
働
委
員
会
労
働
者
委
員

全
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合
山
口
県
本
部
執
行
委
員
長

鶴
岡

純
枝

山
口
県
労
働
委
員
会
労
働
者
委
員

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
山
口
県
連
合
会
副
事
務
局
長

中
繁

尊
範

山
口
県
労
働
委
員
会
労
働
者
委
員

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
山
口
県
連
合
会
会
長

山
近

和
浩

山
口
県
労
働
委
員
会
労
働
者
委
員

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
山
口
県
連
合
会
事
務
局
長

入
谷

珠
代

山
口
県
労
働
委
員
会
使
用
者
委
員

下
関
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

西
田

隆
男

山
口
県
労
働
委
員
会
使
用
者
委
員

山
口
県
経
営
者
協
会
専
務
理
事

羽
嶋

等

山
口
県
労
働
委
員
会
使
用
者
委
員

防
府
鉄
工
業
協
同
組
合
理
事
長

六
角

朋
生

山
口
県
労
働
委
員
会
使
用
者
委
員

宇
部
物
流
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
顧
問

安
本

公
二

山
口
県
労
働
委
員
会
使
用
者
委
員

株
式
会
社
ト
ク
ヤ
マ
顧
問

松
浦

秀
子

前
山
口
県
労
働
委
員
会
使
用
者
委
員

相
島

満
久

山
口
県
労
働
委
員
会
事
務
局
長

佐
藤

和
代

山
口
県
労
働
委
員
会
事
務
局
次
長
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雑

報

正

誤

平
成
二
十
八
年
二
月
九
日
山
口
県
公
告
（
四
四
）
（
土
地
改
良
事
業
の
工
事
の
完
了
）

ペ
ー
ジ

段

行

誤

正

七

上

左
か
ら
一
三

平
成
二
十
三●

年
四●

月
二●

十
五●

日

平
成
二
十
六䀝

年
十䀝

一䀝

月
十
八䀝

日

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
山
口
県
訓
令
第
八
号
（
山
口
県
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓

令
）ペ

ー
ジ

段

誤

正

五

上

別
表
第
三
の
⚕
の
表
健
康
増
進
課
の
部
⚑●

の

項

別
表
第
三
の
⚕
の
表
健
康
増
進
課
の
部
⚒䀝

の

項
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平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
一
日
印
刷

発
行
所

山

口

県

庁

平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
一
日
発
行

発
行
人

山
口
県
知
事


